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解 答
宗 唄 ９ 欝 ８ 就 １６.３ 州 １１４

１７
修 Ａ ２９ Ｄ １２０ 愁 ５５ 拾 ２７
洲 唄 ２０ 欝 ５０ 秀 ２７

３ １
秋 唄 欝 終 唄 １３.２ 欝 ４.８１６ ４

解 説
就 Ａ：Ｂ＝１００：(１００－１０)＝１０：９ ……ＡとＢの速さの比

Ｂ：Ｃ＝１００：(１００－７)＝１００：９３ ……ＢとＣの速さの比

より，ＡとＢとＣの速さの比は，連比より，

Ａ：Ｂ：Ｃ＝１０００：９００：８３７

速さの比と道のりの比は同じですから，Ａが１００ｍ進む間に，Ｃは(１００÷１０００×８３７＝)８３.７ｍ

進みますから，Ａがゴールしたとき，(１００－８３.７＝)１６.３ｍ後ろを走っています。

州 ＡＤとＥＣは平行ですから，

三角形ＡＥＤ：三角形ＤＣＥ＝ＡＤ：ＣＥ＝ＡＥ：ＥＢ＝２：３

より，三角形ＡＥＤの面積は，(３６÷３×２＝)２４或です。また，三角形ＡＥＤと三角形ＥＢＣの面積の比は

(２×２)：(３×３)＝４：９

ですから，四角形ＡＢＣＤの面積は，

２４＋３６＋２４÷４×９＝１１４(或)

修 Ａ＋１＝Ｂ－２＝Ｃ×３＝Ｄ÷４

Ｃを①とおくと，Ａは(①×３－１＝)③－１，Ｂは③＋２，Ｄは⑫となります。

(１９１＋１－２)÷(３＋３＋１＋１２)＝１０ ……Ｃ

ですから，Ａは(１０×３－１＝)２９，Ｄ＝(１０×１２＝)１２０となります。

愁 定価を１とおくと，売り上げ高は，

(１－０.３)×１０＋(１－０.２)×２０＋１×２５＋０×５＝４８

これが，(３００×６０＋４３２０＝)２２３２０円にあたりますから，

２２３２０÷４８＝４６５(円) ……定価

(４６５－３００)÷３００＝０.５５ → ５５％

１ １ ３ １ ３ ５ １ ３ ５ ７ １拾 １／ ，１／ ， ，１／ ， ， ，１／ ， ， ， ，１／ ，…３ ５ ５ ７ ７ ７ ９ ９ ９ ９ 11
１組 ２組 ３組 ４組 ５組

上のように区切って考えます。１００番目の数は，

１＋２＋３＋……＋１３＋９＝１００
２×９－１ １７

より，１４組目の９番目の分数ですから，( )＝ です。２×１４－１ ２７

洲唄 直線ＰＱが辺ＡＢと平行になるのは，ＰとＱが合わせて１８０綾進んだときですから，

１８０÷(４＋５)＝２０(秒後)

欝 直線ＰＱが辺ＡＤと平行になるのは，ＰとＱが右の図のように，合わせて

(１８０×２＋９０＝)４５０綾進んだときですから，

４５０÷(４＋５)＝５０(秒後)

秀 １０円玉，５０円玉，１００円玉，５００円玉の組み合わせで金額を考えます。

ただし，５０円玉と１００円玉では，同じ金額を２通りで作ることができるので一緒に考えます。

１０円玉：０円(使わない)，１０円 →２通り

５０円玉と１００円玉：０円，５０円，１００円，１５０円，２００円，２５０円，３００円 →７通り

５００円玉：０円，５００円 →２通り

より，(２×７×２＝)２８通りありますが，すべて０円(使わない)の組み合わせはありませんから，

２８－１＝２７(通り)
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秋唄 右の図で，三角形ＥＦＧと三角形ＥＪＫは２：１の相似形です。ＦＧの長さを４

とおくと，ＪＫの長さは(４÷２＝)２となり，

(４－２)÷２＝１ ……ＨＪ

同様に考えると，ＦＮの長さも１となり，三角形ＨＪＬと三角形ＦＮＬは合同になり

ますから，ＪＬ＝ＬＦとなります。より，三角形ＥＦＧと三角形ＥＬＭは，

２：(１＋１÷２)＝４：３ ……ＦＧ：ＬＭ

の相似形になります。ここで，三角形ＥＦＧと三角形ＥＬＭの高さをそれぞれ４，３

とおくと，長方形ＡＢＣＤの高さは，(４÷２×３＝)６となり，
３

正方形ＡＢＣＤ：三角形ＥＬＭ＝４×６：３×３÷２＝１６：３ → 倍１６
欝 唄より，三角形ＥＪＫと三角形ＮＯＰは合同，三角形ＨＪＬと三角形ＦＮＬと三角形ＫⅠＭと三角形ＯＧＭは合

同です。三角形ＥＪＫと三角形ＨＪＬの高さをそれぞれ２，１とおくと，斜線部分の面積は，

２×２÷２×２＋１×１÷２×４＝６
６ １

となり，正方形全体の，( ＝) 倍となります。２４ ４

終唄 行きに上った道は帰りは下りますから，Ａ(Ｂ)君が往復すると，上った道のりと下った道のりはともにＰＱ間に

等しくなります。
１ １： ＝２：１ ……上りと下りにかかった時間の比
２ ４

往復にかかった時間は，(５.１＋４.８＝)９.９時間ですから，

９.９÷(２＋１)×１＝３.３(時間) ……ＰＱ間と同じ道のりを下ったときの時間

４×３.３＝１３.２(鮎) ……ＰＱ間

欝 Ａ君がＰ町からＱ町に行く間に上った道のりの合計は，つるかめ算より，

(４×５.１－１３.２)÷(４－２)＝３.６(時間)

２×３.６＝７.２(鮎)

次に，峠と峠の間の谷間をＲとおくと，Ｐ町からＲまで往復するのにかかる時間は，

２.４＋(４.８－３)＝４.２(時間)

４.２÷(２＋１)×１＝１.４(時間) ……ＰＲ間と同じ道のりを下ったときの時間

４×１.４＝５.６(鮎) ……ＰＲ間

Ａ君がＰ町からＲに行く間に上った道のりの合計は，つるかめ算より，

(４×２.４－５.６)÷(４－２)＝２(時間)

２×２＝４(鮎)

より，峠から峠までの道のりは，

(５.６－４)＋(７.２－４)＝４.８(鮎)
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